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【依頼】残念な事例の提出について 

バリアフリーに配慮して設計しているようだが、ユーザーのニーズをきちんと踏ま

えていない設計になっているなど、実際には使いにくい残念な事例について、記入

例を参考に情報をお寄せ下さい。 

※動かせる家具の位置が悪いといった管理運用に関する内容、ベビーベッドがたた

まれておらずトイレに入れないなど、利用者マナーに関する内容は対象外としま

す。（参考資料も参照下さい） 

※なお、お寄せ頂いた情報や写真については、そのまま公表はいたしません。事務

局でとりまとめた上で、イラストや図解として活用するなど、今後の建築設計標

準の改正に際しての参考とさせていただきます。 
 

  記入例 

1. 記 入 者

情報 

1-1お名前 

1-2ご所属（団体名） 

1-3障害の状況等 

 

〇〇 太郎 

〇〇連合会 

簡易電動車椅子使用 

上肢にも〇〇の障害あり 

 

 

 

2. 残 念 事

例 を 確

認 し た

場 所 と

日時 

2-1日時 

2-2 対象となる建物

名・施設名と箇所 

 

〇年〇月〇日 

〇〇区〇〇公民館のエレベーター 

3. 残 念 事

例 の 内

容 

3-1残念な内容 

3-2その理由 

 

内容：鏡が設置されているが、高さが高い。 

理由：エレベーターで、鏡が床上から 90 ㎝程

度上方に配置されると、車椅子の車輪が見えな

くなり、位置関係を把握できない。自分の感覚

に頼って、操作するしかない。このため、エレ

ベーターから円滑に出ることができず、また車

椅子が接触して傷を付けないか不安になる。 

 

 

 

残念事例の指摘に関係する内容(例えば大型の車椅子であること
に対応できていないなど)については詳しく教えてください 

※建築物が対象（駅や空港、道路は対象外）です。 

※利用する際にどのように困るのかなど、できるだけ具体的に記
載して下さい。 
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  記入例 

4.写真 4-1残念事例の写真 

別添データで提出

ください 

 

 

 

 

 

事例 1_〇〇公民館_1_残念な箇所 jpg 

事例 1_〇〇公民館_2_全体像 jpg 

事例 1_〇〇公民館_3_周辺 jpg 

 

 

 

 

【提出について】 

１）フォローアップ会議後に、委員のみなさまにエクセルの記入シートをお送りしま

す。 

 

２）各団体において、事例を確認、とりまとめた上で、事務局までメールにてご提出

ください。 

 提出物は、事例一覧（エクセルの記入シート）及び事例に関する写真データとなり

ます。 

 

３）提出の締め切りは２０２３年３月６日（月）とします。 

 期限までの提出が難しい等ありましたら、お知らせください。 

 

４）提出先 

〒１０５－０００１ 

東京都港区虎ノ門３－１２－１ニッセイ虎ノ門ビル 

一般財団法人 国土技術研究センター 

都市・住宅・地域政策グループ 沼尻、平澤宛 

メールアドレス k.numajiri@jice.or.jp m.hirasawa@jice.or.jp 

Tel０３－４５１９－５００３ FAX０３－４５１９－５０１３ 

 

  

※事例番号と建物名称をファイル名につけ、複数写真の場合は例示
のように番号で整理下さい。（最も残念なことがわかる写真を１と
し、周辺状況の写真等は 2以降の数値としてください。） 
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【参考資料】残念な事例 

※非公表 


